
Title 二軸クリープ圧縮における多結晶氷の選択方位性について

Author(s) バッド, ウイリアム; Budd, W. F.; 松田, 益義 他

Citation 低温科學. 物理篇, 32, 261-265

Issue Date 1974-03-31

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/18264

Type departmental bulletin paper

File Information 32_p261-265.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



短報

W. F. BUDD and Masuyoshi MATSUDA 1974 Short Report: On Preferred Orientation 

of Polycrystalline Ice by Bi・AxialCreep Test. Low T.仰 ψeratureScience Ser. ..4， 82. 

二軸クリープ圧縮における多結晶氷の

選択方位性について*

W. F. Budd 

(メルボノレン大学気象学教室)

松田益義

(低温科学研究所研究生)

(昭和 49年 10月受理)

1. はしがき

多結晶氷の2軸変形試験を，結晶主軸方位の配列化という観点からおこなったものに，

Tanaka1)とKamb2)の実験がある。 Tanakaは，温度0--loCで， 35 barsという非常に大き

な荷重をかけてクリープ試験をおこなった。その結果，きわめて顕著な 3極大域をもっパター

ンを得た。一方， KambはOOCで，実際の氷河でみられる荷重に近い 2.4barsと6.4barsでク
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第 1図 2軌クリープ試験器
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第2図 圧縮軸方向の自然歪の時間的変化
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第3図 D1J断応力とBJJ断歪速度および温度の関係， W. F. Budd3J 
による。図中の数字は温度を表わす



多結晶氷の二軸クリープ圧縮

リープ試験をおこなった。結果は2極大ノfターン

であった。類似の装置を用いた両者の実験結果は

異なっておれ また共に歪速度を測定していな

い。これらの問題点を採り，氷河での観察結果と

比較するために，実際の氷河にみられる温度，圧

力条件のもとで実験をおこなったので，その結果

を報告する。

II. 実験装置および実験方法

実験装置を第 1図に示した。“コ円の字型の器

の中に無定方位多結晶氷の試料 (5X5X5cm，密

度約0.90g/cm3) を入;h，一定荷重 (4.7bars)で

圧縮した。 試料の温度は -0.20C土0.050Cで，圧

力融解を避けた。試料および試料と接触する装置

の全体が，一様の温度に保たれるようにその部分

をケロシンに浸した。ケロシン中には小型のヒー

ターと撹持機を入れ， 自動的に温度調節をおこ

なった。また，装置に歪ゲージをとりつけ，圧縮

方向の歪量を測定した。

III. 実験結果

実験から得られた白然歪と時間との関係を，

第2図に示した。この測定結果から求めた圧縮歪

速度は， 2~4x 10-4 houc1であった。第 3図は，

いろいろの研究者が実験室および野外で測定した

応力と歪速度の関係を，Budd3)が8面体の兇断応

力と労断歪速度に換算してまとめたものである。

これに筆者らの実験結果を記入した。この図は，

応力，歪速度，温度の 3者の関係を示しており，

筆者らが得た値は一般傾向とよく一致している。

圧縮後，試料の中央部の薄片を作り，結晶主

軸方位を測定した。その結果を第4図に示す。 A

およびBは，それぞれ自然歪0.23と0.45まで圧縮

した時のものである。ともに顕著な 2極大域が現

われた。しかし不明確ではあるが 3極大とみる

こともできる。 Tanakaの3極大ノfターンは，筆

者らが得た2極大域のうちの一方の極大域がより
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第4図 組織図表， A・自然歪0.23，B:自然
歪0.45，C:自然歪0.35，円の中心
は圧縮軸，矢印は流動方向を示す。

黒点の大小は結晶粒の大きさを示す
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明般に2つに分極したものである。筆者らの得

たパターンは， Tanakaの3.H医大パターンより

も Kambの2極大ノfターンに近い。 阪大J或の

ブ]1立は，流動方向に圧縮ililhから 30-500 傾斜し
ている。 Aの短大値は最大 12%の集中率をも

ち，Avこ比し 2f自の長最のあった Bの阪大値は

最大 25%を示した。試料 Aを自然¥&0‘23まで

圧縮した後，そのー泌を切り取った。そして，

その J: 下に新たな 1!{~定 }j t立の氷をはりつけ圧

縮i/ilhをililhにぷ;j;:1を900 回転してflJび装i置に入れ

た。新たにlil然必 0.35までぼ縮した後，試;j;1!-A

を 90
0

1m転した部分の務)，ーをi'1"1) ，結品主ililh方

位を測定した。その結果が第4閣の Cである。

これも A，Bと同様に級大城をもつが， 小円ガ

ードルの傾向をも示している。 j度辺，大計114)や

Tanaka1)がおこなった 1!111h J王縮試験の結1;!=~と

類似している。

結晶の平均粒度にも，圧縮の前後で大きな

変化がみられた。 庇縮前に王子均 0.057cm2であ

った粒度が， I~I 然歪 0.23では 0.11 cm2に，そし

第5図 自然歪0.35の務H写氏。 A:水平断

て自然歪 0.45では 0.16cm2へと変化した。ま

問(矢印は流動方向，圧縮ililhl土!李氏

に君臨)0B:垂i度断面(矢印は圧縮

刺1，流動方向は写真にAi直)

た，結晶粒の伸長化が観察された。第51ぎ|の水平 (A)，垂直 (B)断的ーの滞j十写真にみられるよ

うに，結晶1立は，圧縮車rhと流動ブjめJとに直角の方向に最も著しく伸長した。通常，氷河で観察

される結晶粒の伸長方向は，流動方向に平行であり実験結巣と兵なる。それゆえ，結A-/!の伸長

性と流動，変形の方向性との関連が，今後の大きな陪題として浅された。

IV. あとがき

I訂版の Amerylce Sh巴lfおよび WilkesDomcで， オーストリヤ市[僅探検隊が採取した

3本のボーリンクコアーの解析が，筆者の一人， W. F. Buddと北海道大学低温科学研究所の

若浜五郎教授を中心に進められている。解析に平行して，コアーを用いての変形試験や，コア

ー中でみられる結晶主軸の選択方位性や組織，構造に関する実験も向時におこなわれている。

本実験は，こうした一連の研究の一部をなすものであり， r:yJ極氷の組織，主軸の選択方位を実

験室で再現する， という目的でおこなわれた。実験に捺しては， メノレボノレン大学の R.Lile， 

v. Morgrn， B. McIness， ]. Turnerの各氏から多大の援助を受けた。

最後に，筆者の一人，松111にこの実験をおこなう機会を与えて下さった同大学 lJ.Radok 

博士と若浜五郎教授に深い感謝の意を去します。
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